
​２　調査結果（災害への備え）​

​２．７　災害への備え​

​問７−１　避難する場合の援助者(複数回答）​

​大雨や洪水警報により、避難が必要となった場合に、誰に助けを求めますか。当てはま​

​るものすべてに〇をつけてください。​

​　​

​　​​避難が必要となった場合に助けを求める相手については、「別居の子ども」が36.1％と​

​最も多く、次いで「配偶者」が29.2％、「同居の子ども」が25.1％となっている。​

​問７−１　避難する場合の援助者（複数回答）​
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​２　調査結果（災害への備え）​

​問７−２　避難する場合の避難先（複数回答）​

​大雨や洪水警報により、避難が必要となった場合に、指定避難所​​※１​​及び要配慮者二次避​

​難所（福祉避難所​​※２​​）以外に避難する場所はありますか。当てはまるものすべてに〇を​

​つけてください。​

​大雨や洪水警報により、避難が必要となった場合に、指定避難所及び要配慮者二次避難​

​場所（福祉避難所）以外に避難する場所については、「そのような場所はない」が34.7​

​％と最も多く、次いで「別居の子ども宅」が34.0％、「宿泊施設」が13.6％となってい​

​る。​

​問７−２　避難する場合の避難先（複数回答）​

​※１「指定避難所」とは、災害から身を守るため緊急的に避難する施設などをいう。​

​※２「要配慮者二次避難所」とは、指定避難所の福祉避難スペースでの避難生活が困難な要配慮者のため​

​　　に、日常生活上の生活支援等の体制が整った避難所として、施設との調整をした後に開設するものを​

​　　いう。​
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​３　自由記載​

​３　自由記載​

​　​​問８の自由記載において、要介護認定や介護保険サービスの利用、その他高齢者施策全般​

​のほか、今回の調査や札幌市の施策について寄せられたご要望やご意見（408件）のうち一​

​部を抜粋のうえ掲載している。​

​　なお、プライバシーに関する記述、特定個人や団体に対する好意的な意見・批判・中傷​

​は、その記載の一部を割愛し、明らかな誤字・判断しにくい文字については、表現を修正し​

​ている場合がある。​

​３．１　自由記載​

​【要介護認定】​

​　要介護認定の申請から審査・決定まで時間がかかり過ぎる。特に要介護２以下の場合、​

​要介護３以上に認定されるか否かで例えば選択できる施設が変わってくる。迅速な対応を​

​強く要望する。​

​（女性・満90～94歳・清田区）​

​　介護認定の調査が厳しすぎると思います。もっと実態をよく見て判断してほしいと思い​

​ます。調査時は本人がどうしても頑張ってしまうため、その点も考えていただきたいと毎​

​回思っています。​

​（女性・満90～94歳・東区）​

​　父親が介護が必要な状態になっていると気づいた時には、何もわからなかった。どこへ​

​相談して良いか途方にくれたので一定の年齢になったら全員介護認定を受ける法律にして​

​ほしい。そうすると、何かあった場合相談できる場所がわかる。​

​（女性・満80～84歳・北区）​

​　少子化による子育て支援の充実だけではなく、高齢化にともない、認定された介護度に​

​応じて、在宅で介護している世帯への支援も充実させてほしい。人口減少により病院数、​

​ベッド数も縮小されていくのであれば、いかに在宅で頑張れるかが重要だと思います。​

​（男性・満90～94歳・東区）​

​　介護や支援の認定基準がよくわからないです。軽度に感じる方でも要介護だったり、要​

​支援すら認定されない人もいる。目安をはっきりと出して欲しい。​

​（女性・満85～89歳・豊平区）​
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​３　自由記載​

​【介護保険料】​

​　介護保険料金認定は金融資産・金融所得も勘案すべき。訪問介護の基本報酬がこれ以上​

​引き下げられない事を願います。​

​（男性・満80～84歳・東区）​

​　介護保険料の負担と収入のバランスを適正にみてほしい。​

​（男性・満80～84歳・豊平区）​

​　介護保険料は高額な負担を余儀なくされています。それに見合うサービスをすぐ受けら​

​れるようにしていただきたいと思います。​

​（女性・満75～79歳・東区）​

​　無年金、低年金の高齢者に対する介護保険料、利用料の軽減措置を拡充してほしい。家​

​族の介護負担を減らすための支援の強化、給付や助成を要望します。本人は過去に長く勤​

​務していたものの社会保険に加入させてもらえなかった経緯があり、その影響が現在の無​

​年金状態につながっている。生活費全額を負担しており、数年後、介護する側の私は退​

​職、20年近く支えてきたが限界。両親共に無年金、あきれてしまいます。今回のアンケー​

​トで尊厳死、延命治療について考える機会をいただきました。一人の介護老人は3〜4か​

​所、通院している為、そのたびに付き添うのが体力的につらい。​

​（女性・満85～89歳・厚別区）​

​【介護保険サービス】​

​　現在、福祉用具の貸与のみサービスを利用しています。毎月１回ケアマネージャーが訪​

​問されるが、用具の貸与のみであればケアマネージャーの訪問は不要とし他の方法で被介​

​護者の確認をすれば双方の時間を割くことができるし、もっと必要としてる人のところへ​

​ケアマネージャーが行けるのでは？と思います。当方、現時点ではケアマネージャーの必​

​要性を感じておらず、訪問も負担となっている。今の時代、調べる方法はたくさんあり、​

​ケアマネージャーを挾んで進めると時間もかかる。直接進めて済むもの、自身で可能な人​

​は自分や家族ができる選択肢があってもいいと思う。​

​（女性・満64歳以下・北区）​

​　介護者は一人っ子の私１人で両親２人の介護をしています。介護のため仕事（会社員）​

​をやめ、自営業で働きと介護の両立をしています。ですがもう限界にきています。せめて​

​ショートステイに入ってもらい、１日でも心休まる日がほしいです。両親はショートステ​

​イに入りたがらず困っています。ショートステイを充実させたいです。当たり前にショー​

​トステイを利用できる環境になってほしい。​

​（男性・満80～84歳・厚別区）​
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​３　自由記載​

​　もっと自由に介護保険を利用したいがしばりが多くてやりきれない。出来ないと言われ​

​る事が多すぎてサービスと言っているが、サービスではないと思う。ちゃんとお金を払っ​

​ているのに。​

​（男性・満65～69歳・東区）​

​　デイサービスにいっています。リウマチも持っていて薬代、タクシー代、オムツ代がか​

​かり大変なのでもう少し安くなりませんか？​

​（女性・満80～84歳・手稲区）​

​　高齢者が多いので充実した生活を維持する為、色々と試行錯誤し、より良い生活が出来​

​るよう願っています。施設入居するには多額のお金が必要ですので苦慮する高齢者が多い​

​です。​

​（男性・満85～89歳・東区）​

​　同居していた子の配偶者です。介護保険申請からサービスを受ける〜施設入所まで、わ​

​からないことだらけで苦労しました。どのような時、流れでサービスを受けられるのか​

​知っていたらもう少し楽だったように思います。学校の授業で習っておきたかったくらい​

​です。広報さっぽろなどでも特集してほしい。​

​（男性・満85～89歳・東区）​

​　二世帯の場合、ケアマネージャーさんはヘルパーを頼めないとのことですが、二世帯の​

​場合でも、食事、掃除など別々の家庭が多いと思います。そうしていてもヘルパーさんは​

​頼めないとの事で、こういう場合は役所の方はどうお考えなのかと思います。​

​（女性・満90～94歳・東区）​

​　介護度が高くなり料金費用が負担が辛い。年金生活では負担が大きく低所得者には低料​

​金でお願いしたい。訪問介護に重点を置いた時間の延長、人材の育成、ヘルパーの方々の​

​賃金を上げて人材確保に務めて下さい。​

​（女性・満85～89歳・北区）​

​【介護保険制度全般】​

​　介護関係の従事者（施設の従業員全般）の人手不足の待遇を向上させてほしい。善意だ​

​けでは生活していけないです。​

​（女性・満65～69歳・西区）​

​　介護に携わる職種がいまだに低賃金、昇給昇進の見込みがないことで、介護業界は人手​

​不足です。社会的地位のある仕事に変えていかないと、人は集まりません。もっと手厚い​

​福利厚生や高所得等働きがいのある仕事に変えてほしいと思います。​

​　　（女性・満90～94歳・西区）​
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​３　自由記載​

​　介護する側の意見です。保養センター駒岡のような介護も頼める施設がもっとあれば良​

​いと思う。又、駒岡も事前に介護付きかどうか予約しなければならない。予約しなくても​

​常駐していて、お風呂の手伝いをしてくれるような保養所があれば夢のようだ。お父さん​

​を広いお風呂に入れてあげたいし、おいしいご飯を食べさせてあげたい。ヘルパーさんに​

​は感謝している。しかし、事業所や人により差が大きい。同じことをしても時間がかかっ​

​たり色々やってくれたりするので、金額と内容に疑問を感じる時がある。特に派遣などの​

​ヘルパーさんは介護の知識がなさそうで心配になる時がある。でも、人それぞれ個性があ​

​るので悩ましいところです。​

​（男性・満85～89歳・南区）​

​　義母は103歳、実母は105歳、介護している年齢は80歳に近いです。共にやむなく施設に​

​入っていますが、特養施設に空きがないため、月の負担金が両方合わせて大変です。何か​

​考えがありましたら相談したいです。​

​（女性・満95歳以上・厚別区）​

​　障害もあり、生活が難しいです。障害者の支援も欲しいです。ケアマネージャーと、障​

​害の両方を連携し見てくれるとありがいたいと思います。​

​（男性・満65～69歳・清田区）​

​　透析リハビリテーションを利用できているため体調も現状を保つことができ感謝してお​

​ります。介護度による利用制限があることに不安があります。自力による運動では不安で​

​す。介護度によらず、週３回以上のリハビリを希望する次第です。​

​（男性・満75～79歳・豊平区）​

​　介護支援の仕組みや手続きについての教育や啓豪に努めてほしい。仕組みがわかりにく​

​い。​

​（女性・満95歳以上・中央区）​

​【札幌市の施策】​

​　意向調査を読んでいて気が重くなりました。老いは避けて通れない道なのだと具体的に​

​思い知らされました。願わくば尊厳を保ちながら過ごす事が出来ればと思います。行政に​

​かかわる方々、尚一層の手当を頂きたいと思った次第です。​

​（女性・満85～89歳・南区）​

​　現在の健康状態では支援に十分満足しています。従って健康状態維持の為、土日を除き​

​毎日の散歩、月の半分の休肝日を実行するなど努めています。老人は恵まれた環境にある​

​と考えますので、次代を支えてくれる現職の方や子供たちの将来に向けた施策に重きを置​

​かれんことを節に希望します。そのことが結果として老人施策向上につながると考えま​

​す。老害にはなりたくない。​

​（男性・満75～79歳・西区）​
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​３　自由記載​

​　高齢者住宅に申し込んでいるが、空きがなくて入れないので年金の範囲で入所できる所​

​を、市として保証してほしいです。先行きが不安で眠れません。​

​（女性・満85～89歳・東区）​

​　特にありませんが、老人を守ってくれることが一番です。お金のない老人を大切にして​

​くれる。そんな札幌市を望んでいます。よろしくお願いいたします。​

​（男性・満75～79歳・北区）​

​　市長、知事の政策に疑問を感じる。身体の不自由な方、弱者によりそい、もし御自分の​

​家族にそういう方がいたら…と自分におきかえ、相手の立場、生活に真摯に向きあってほ​

​しいと思います。うつ病の方、仕事につけない方、毎日生きるのがやっとの方が札幌市各​

​区にたくさんいて泣いています。声を聞いて下さい。市民の１人としてお願いします。​

​（女性・満75～79歳・中央区）​

​　介護サービスの充実は大事だが、そこに至る前の健康寿命を伸ばす啓発活動をして欲し​

​い。例えば近所の公園や市の体育館で気軽に無料で参加できる体操など。又、小中学校で​

​編み物や昔の遊びを教えるボランティア等、地域の子ども達にもっと関わってもらうなど​

​シニアの技術を生かせる場を広げるなど手続きのハードルが高いと１歩が踏み出せません​

​ので入口を簡単にお願いします。​

​（女性・満95歳以上・中央区）​

​【その他】​

​　日頃、利用者として関係機関スタッフ等々の皆さんに大変お世話になって居ります事、感​

​謝しています。ピンピンコロリが理想ですが、そうとも行かず人間生きている限り、誰もが​

​辿る道。他人事ではない事を痛感している次第です。今後ともよろしくお願いします。​

​（男性・満85～89歳・西区）​

​　高齢になると気持ちとは逆に動作全てがままならず座ったら立ちにくいのが本音です。​

​でもやらなければならないことは頑張って一休みしてからやる様に心がけています。動け​

​るうちはありがたいですね。​

​（女性・満85～89歳・北区）​

​　人生100年時代に生きて、先の不安はあります。年を重ね身体の不調は皆さんにくるで​

​しょうが安心して落ち着ける場所で最後を過ごしたいものです。調査して頂きありがとう​

​ございます。良い施策をお願いします。​

​（女性・満85～89歳・西区）​

​　​
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​３　自由記載​

​　まだ介護を必要としていないので、実感が湧きませんが、病気の進行と共にどの様に不​

​便になるのかわからない状態です。きちんとアンケートに答えられず、すみません。​

​（女性・満70～74歳・厚別区）​

​　この年齢になりますと、沢山の方々にお世話になり感謝申し上げます。それなりに毎日​

​の生活に取り入れて体力づくりしなくてはと思ってます。有難うございます。​

​（女性・満90～94歳・白石区）​

​　地震で避難の時行動できない。連れて行けない。目が見えない。​

​（男性・満80～84歳・清田区）​
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​要介護（支援）認定者意向調査　　​
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